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た。第 5 章から第 7 章は、本論のために行われた 3 事例研究の叙述と考察である。 
第 4 章においては、2000 年代以降、急速に拡大した「子育てひろば」の、その社会
的ニーズの背景と発展の経緯、および子育て支援政策と支援活動の展開を整理している。 





































論文最終試験は 7 月 12 日（金）の午後 1 時半から 3 時にかけ、公開発表形式で行わ
れた。前半に論文内容に関する発表があり、その後、質疑応答がなされた。論文内容の
発表は、時間をかけて作成されたと思われる、詳細なパワーポイントを用いたものであ
った。はっきりとした口調で、よどみなく落ち着いて語り、大変聴き易い発表であった。
後半は、3 人の副査と臨席された各教員から、多岐にわたる質疑応答で終始した。質問
された事柄は、「家族の境界」について、母親としての役割規範とその受け止め方、子
育て専業の母親に対する子育ての社会化、日本の保育政策から見る「子育てひろば」の
役割、子育て専業の母親の家庭における性別役割分業の課題、などで、それぞれの質問
に対し、的確に答えていた。 
外国語試験には英語を選択し、公開試験以前に筆答形式で行われた。短い期間に、精
読、要約を行っている。英語の堪能な院生であるため、きちんと要訳され、また読みや
すい日本語で書かれていた。故に、充分、英語論文を読みこなす能力があると判断する。 
最終試験の発表後における、主査、外部審査委員を含める 4 人の評価は、まとめると
以下のようである。 
１．最終試験の発表は大変良かった。話し方も良く、聞き取りやすく、質疑応答も的
確に対応していた。それに比べて、本論の記述はむしろ簡略化され、あっさりと
した論述に終わっているようで、もう少し詳細な論述が期待された。 
２．本論文では、子育て専業の母親の孤立感と不安感、そして、その支援策としての
子育ての社会化の間に、見えない形で存在する「家族の境界」について論じてい
る。女性就労形態の変遷、就労と子育て、子育ての私事化と社会化に関し、時を
得たテーマの考究であり、新たな知見の提示がなされたことが評価された。 
３．論文の構成と展開の整合性がとれている。テーマ設定と論考に関しても適切にな
され、論文として十分完結している。 
 
以上を総合し、学外審査委員を含む 4 人の審査委員合議の結果、本論文は本学博士論
文としての要求水準を十分に満たしていると判断し、最終試験の判定を合格とした。 
 
